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あらまし  近年、携帯電話を用いて動画を視聴することが一般的になってきた。携帯電話における動画視聴は主に隙間時間

に行われることが多い。隙間時間とは、待ち時間や電車・バスの乗車時間等、それ自体に積極的な目的を持たず、自身が希望し

ていないが消費せざるを得ない時間である。隙間時間は、基本的に自身の意図とは別に存在するために、隙間時間に見合ったコ

ンテンツを選ぶことは困難である。また、現在、テレビ局の Web サイトでは、携帯電話でも視聴可能なニュース動画が提供さ

れている。そこでは、日々最新のニュース動画がアップロードされ、オンデマンド視聴が出来るため、隙間時間における視聴に

適している。しかし、一般的に、ニュース番組を視聴する目的の一つとして、世の中の動向をつかむことがあるが、Web サイト

上のニュース動画を用いて世の中の動向を把握するためには、視聴可能な多数のニュース動画の概要を確認し、ユーザ自身が手

動で選別する必要がある。これは、ユーザに対する負担が大きい。 

上記の問題点を踏まえ、本研究では、携帯電話における隙間時間視聴に適したニュース番組を自動的に生成するシステムの実

現を目標とする。 
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Abstract   Recently, it is to be generally that people watch movies on a mobile phone. In many case, people watch 
movies on a mobile phone in a short interval. A short interval which has no purpose, people cannot help spending time, 
such as a waiting time, travel time of transportation. Basically, a short interval is there far from people’s intention. So it 
is difficult to choose contents for a short interval. Now, the website of TV station broadcast many news movies which 
are able to be watched on a mobile phone. On the website, so many news movies uploaded everyday and people can 
watch on demand, it is suitable for a short Interval watching. Generally, one of a purpose watching news program is to 
grasp movements on the world. But, it is too bother to grasp movements of the world by using news movies on the 
website. Because, people have to check summaries of news movies and choose news movies by myself. 
 On this study, we have a goal to realize automatic news program generator system for a short interval watching on a 
mobile phone. 
 
1. はじめに  

近年、携帯電話のワンセグ視聴機能や、Web 上で配

信されている動画が視聴可能になったことから、携帯

電話を用いて動画を視聴することが一般的になってき



 

 

た。  
携帯電話における動画視聴は主に隙間時間に行わ

れることが多い。隙間時間とは、待ち時間や電車・バ

スの乗車時間等、それ自体に積極的な目的を持たず、

自身が希望していないが消費せざるを得ない時間であ

る。隙間時間は、基本的に自身の意図とは別に存在す

るために、隙間時間に見合ったコンテンツを選ぶこと

は困難である。  
一方、テレビ局の Web サイトではニュース動画を提

供するものが多くなってきた。そこには、カテゴリに

分類された多数のニュース動画が存在し、いつでも希

望のニュース動画が視聴可能であるため、隙間時間に

おける視聴に適している。  
現在、主要テレビ局全てパソコン向けの動画像提供

を行っている。携帯電話向けには、日テレ NEWS24[1]
と FNN[2]が動画配信を行っている。また、ANN NEWS
では自社サイトとは別に、YouTube に ANN ニュースチ

ャンネルを 2009 年 9 月 29 日に開設した [3]。これによ

り、YouTube を通して携帯電話でも ANN が配信するニ

ュース動画が視聴可能になった。このように、現在、

携帯電話上で視聴可能なオンデマンド型のニュースサ

ービスが存在し、今後も増加していくことが予想され

る。  
一般的に、ニュース番組を視聴する目的の一つとし

て、世の中の動向をつかむことがある。しかし、Web
サイト上のニュース動画を用いて世の中の動向を把握

するためには、視聴可能な多数のニュース動画の概要

を確認し、ユーザ自身が手動で選別する必要がある。

これは、ユーザに対する負担が大きい。  
上記の問題点を踏まえ、本研究では、携帯電話にお

ける隙間時間視聴に適したニュース番組を自動的に生

成するシステムの実現を目標とする。  

2. 携帯電話での動画視聴  
本章では、携帯電話における動画視聴に関する統計

的なデータ [4]に基づいて、携帯電話における動画視聴

の現状と今後期待される機能について考察する。  

2.1. 動画視聴  
携帯電話で動画を視聴する方法は大きく分けて２

種類ある。１つはワンセグ放送を受信して視聴する方

法であり、もう１つは web 上にアップロードされてい

る動画コンテンツを視聴する方法である。  
携帯電話・PHS のワンセグ利用率に注目すると、2008

年が 35.8％であったのに対して、2009 年では 43.3％と

なり、一年間で約 7.5 ポイント上昇している。このこ

とから、携帯電話上で動画を見ることは一般化しつつ

あり、今後もますます増加していくと考えられる。  
現在利用している機種を購入する際に重視した機

能として、ワンセグ対応機能を挙げる人が 2009 年では

30％存在している。これは、カメラ機能に次いで２位

であり、多くの利用者が携帯電話で動画を視聴する要

求を有していることが分かる。  
また、2009 年の調査では、携帯電話利用者の有料コ

ンテンツ、無料コンテンツ合わせて 26.7％が動画を視

聴している。  

2.2. 視聴動画のジャンル 
ワンセグで視聴する番組のジャンルでは、49.9％が

ニュース・天気予報であり、多数の人がニュース・天

気予報を視聴するためにワンセグを視聴している。  
一方、携帯電話･PHS で視聴している動画のジャン

ルは、ニュースは第 4 位であり、16.9％である。  
これは、テレビ局をはじめとする報道機関が、携帯

電話向けニュース配信を本格的に行っていないことが

理由であると考えられる。しかし、ワンセグ利用によ

るニュース・天気予報視聴の高さを考えると、オンデ

マンドのニュース動画配信サービスが本格化すると、

この比率は高くなっていくと予想される。  

2.3. 動画視聴の利用シーン 
ワンセグ視聴機能の利用シーンとしては、一番の利

用シーンは、「時間がある時にひまつぶしに」が 40.7％
と４割に上っている。本研究はユーザの隙間時間に対

して動画ニュースを自動構成することを目標にしてい

る。この調査の結果から隙間時間と思われる項目を抽

出してみると、「時間がある時にひまつぶしに」「電車・

バスなどの乗り物内での視聴」「会社や学校での休憩中

の視聴」「レストラン・集合場所・公園・旅行先など外

出先」「車の助手席や後部席で渋滞中などに視聴」が挙

げられる。これにより、ワンセグ視聴機能の利用シー

ンは、ほとんど隙間時間視聴であるといえる。  
これらより、モバイル環境において、ユーザの隙間

時間に対して動画ニュース番組の自動構成し、提示す

ることは有効と考えられる。  

3. システムの概要  
本システムでは、ニュース動画の重要度と特徴に基

づいて、ニュース動画を選定し、組み合わせ、ニュー

ス番組を自動的に生成する。本システムでは、世の中

の動きの全体を把握できるようなニュース番組を、ユ

ーザの隙間時間に合わせて自動的に生成することを目

標にする。  
ニュース番組を構成するためには、個々のニュース

動画に対する世間の関心の高さ（重要度）を推定し考

慮する必要がある。また、ニュース動画を代表的なカ

テゴリに分類し、それぞれのカテゴリの話題を網羅し

た番組を生成することが重要である。一般にニュース

動画のみから、取り扱われている話題、つまりトピッ

クの重要度を推定することは困難である。この問題を

解決するために、本システムでは Web 上のニュースサ



 

 

イトなどで公開されているテキスト形式のニュース記

事を利用することにより、トピックの重要度を算出す

る。  
本研究では、ニュース動画のソースとして ANN 

NEWS YouTube 版を使用する。これは、API を利用す

ることにより、ニュース動画のタイトルやタグ、カテ

ゴリ、URL といったデータが容易に取得可能であるた

めである。  
また、世の中の関心を計るために Google ニュース日

本版を利用する。これは、Google ニュースより配信さ

れている RSS を利用することによって、タイトル、詳

細、カテゴリ、関連記事数が容易に取得可能であるた

めである。  
図１にシステム全体の概念図を示す。ニュース番組

を提示するまでの流れは以下のようである。まず、

ANN news よりニュース動画を取得する。次に、Google 
News より、ANN news より取得したニュース動画と同

一トピックの記事を取得する。Google News よりトピ

ックの関連記事数を取得し、ニュース動画と結び付け

ることにより、ニュース動画の重要度を決定する。求

められた重要度よりニュースを選定し、組み合わせを

行い、番組を構成する。続いて、行動履歴 DB に蓄積

された行動履歴により、ユーザの隙間時間を算出する。

その算出時間に合うように、構成された番組を再構成

する。  
これにより、ユーザの隙間時間に合ったニュース番

組を携帯電話に提示可能となる。  

 

図１ システムの概念図  

4. ニュース番組の構成  
本章では、ニュース番組の構成について述べる。  

4.1. ニュース動画の重要度の決定  
現在 ANN news YouTube 版はリアルタイムにニュー

ス動画が配信されている。つまり、次々と新しいニュ

ース動画が追加されている。しかし、ニュースの重要

度は加味されていない。我々は、ニュースの重要度に

基づいて隙間時間に適したニュース番組を動的に構成

する。そのためには、ニュースの重要度を推定する必

要がある。我々は、ニュースの重要度を世の中の関心

の高さに基づいて決定する。  
一般的にマスコミは世の中の関心が高い話題や事

柄、つまりトピックを多く扱う。したがって、Web 上

の様々なニュースサイトによって配信される記事数に

よって重要度が推定できると考える。具体的には、ニ

ュース動画の重要度を Google News に表示されている

同一トピックの関連記事数に基づいて推定する。  
ニュース動画の重要度 Ii の決定は以下の式を用いる。 

 
図２ 重要度 Ii の計算式  

ここで、Ti はトピック i の動画数であり、fTi はトピッ

ク i のニュース動画更新頻度である。また、Ai はトピ

ック i の記事数であり、fAi はトピック i の更新頻度を

表している。この時の w とは各要素に対する重み係数

である。  

4.2. ニュースの分類  
ニュースは大きく分けて３種類ある。新規ニュース、

続報ニュース、関連ニュースである。  
新規ニュースとは、新しく発生した事柄を伝えるニ

ュースである。続報ニュースは、これまで報道された

ニュースに対して、動きや変化があったなどで、情報

が更新された場合に出されるニュースである。新規ニ

ュースと続報ニュースは、以下のような関係になって

いる。  

 
図３ 新規ニュースと続報ニュースの関係  

また、続報ニュースのタイトルには、「問題」「事件」

「容疑者」「被告」「起訴」「上告」といった単語が含ま

れている場合が多い。「問題」や「事件」といったもの

は、「○○問題」や「○○事件」といった形で使われ、

既知のトピックを扱う場合に使われる。続いて、裁判

に関係する「容疑者」「被告」「起訴」「判決」といった

単語は、過去に事件や事故が起きて、その当事者の現

状を知らせるニュースなので、続報ニュースに使われ

ることが多い。  
続いて、関連ニュースである。関連ニュースは、こ



 

 

れまで出されたニュースに関連した内容を伝えるニュ

ースであるが、いくつかパターンがある。  
1.あるトピックから派生して、主人公が異なる内容

を伝えるニュース  
2.あるトピックに対して、第三者の反応を表すニュ

ース  
3.あるトピックの補足を行うニュース  

まず、１．あるトピックから派生して、主人公が

異なる内容を伝えるニュースである。ニュースは、

新規ニュースから続報ニュースへと続いていくが、

続報ニュースの中でもそのトピックおける主人公が、

新規ニュースと異なる場合はこれに当たる。例えば、

総理大臣の金銭問題が発覚したというトピックのニ

ュースがあるとする。この場合、総理大臣がトピッ

クの主人公である。そこで、総理大臣の金銭問題が

発覚したということに対して、野党の党首が言及し

たコメントを残したニュースがある。この場合、扱

っているトピックは同じだとしても、ニュースの主

人公は総理大臣ではなく、野党の党首なので、関連

ニュースに分類する。ただし、この場合、国会で野

党党首が総理大臣を追求した場合は続報ニュースに

分類する。  

 
図４ 関連ニュースの分類１  

次に、２．あるトピックに対して、第三者の反応を

表すニュースである。このニュースはトピックに関

して、当事者ではない第三者の反応を取り扱ったニ

ュースである。主に、マスコミの調査がこれに当た

る。先ほどの総理大臣の金銭問題を例に出すと、そ

の金銭問題に対しての世論調査の結果や、内閣支持

率の数値などがこれに当たる。  

 

図５ 関連ニュースの分類２  
最後に、３．あるトピックの補足を行うニュースで

ある。このニュースは、あるトピックについて、理解

を深めるために取り扱われるニュースである。あるト

ピックの解説や特集がこれに当たる。先ほどの総理大

臣の金銭問題を例に出すと、過去の政治家の金銭問題

での事例や、政治資金規正法を解説したニュースがこ

れに当たる。  

 
図６ 関連ニュースの分類３  

4.3. ニュースの番組の構成モデル 
テレビで放送されているニュース番組の一般的な

構成では、放送開始直後に世間の関心が高い重要トピ

ックを扱ったトップニュースが放送される。続いて、



 

 

トップニュースに関連したニュースがぶら下がる形で

置かれる。ニュース番組は、後半へ行くほど世間の関

心が低いトピックが置かれる。  

 
図７ ニュース番組の構成モデル  

このモデルを基本とし、番組を構成していく。  
構成アルゴリズムは、4.1 で述べたニュース動画の

重要度 Ii を求め、重要度 Ii の数値が高い順に並べてい

く。次に重要度 Ii の数値の大きさに応じて、関連ニュ

ースの数を決定する。一定数以上の閾値を持つニュー

スは、その数に応じて、関連ニュースを置くようにす

る。この際、関連ニュース動画は必ず元となるニュー

ス動画に続くように置く。また、重要度 Ii は、主要ニ

ュースと関連ニュースの重要度 Ii を合計した数値が大

きいほうを優先して構成するとする。このときの構成

は、テレビにおけるニュース番組の構成よりも、ニュ

ース動画を重要度順に並べた印象が強くなると思われ

る。  

4.4. 隙間時間の推定  
ユーザの隙間時間に合ったニュース番組を提示す

るために、隙間時間を推定が必要である。このために、

本研究では、ユーザの視聴履歴を利用する。ユーザが

ニュース番組視聴を開始したときと、視聴を終了した

時間を隙間時間と定義する。  
隙間時間は２種類に大別できる。１つはパターン化

された隙間時間である。パターン化された隙間時間と

は、通勤や通学でのバスや電車の乗車時間や、学校や

会社での休憩時間である。もう１つは、突発的な隙間

時間である。突発的な隙間時間とは、レストラン・集

合場所・公園・旅行先など外出先などで突発的に発生

した隙間時間のことである。  

前者の隙間時間は、行動パターンを行動履歴データ

ベースに蓄積し、それらを分析することにより算出す

る。後者のような習慣化された行動パターンに当ては

まらない隙間時間の場合、行動履歴をパターン化され

た行動履歴とパターン化されない行動履歴を分けてデ

ータを蓄積する。パターン化されない行動履歴を蓄積

していき、その中で更にパターンを見つける試みを行

う。  

4.5. 隙間時間推定後の再構成  
構成したニュース番組を、推定された隙間時間に合

わせて再構成を行うことを考える。一般的にニュース

番組は、放送開始から最も関心が高いトピックを扱う

トップニュースが来て、次第に関心が低いニュースが

扱われるようになっていく。この特徴を利用して、時

間調整を行う。  
具体的には、まず、求められた重要度 Ii をもとに、

ニュースと関連ニュースを並べる。このとき、閾値以

上の重要度を有するニュース動画が番組に含まれるよ

うにする。閾値以上の重要度を持つニュース動画に対

して、重要度 Ii に応じて、その関連ニュースが連続し

て再生するように構成する。このように構成すること

で、推定された隙間時間よりもニュース番組の長さが

超過する場合、関連ニュースを除外することによって、

推定された隙間時間に合った番組を提示する。図８に

再構成の手法の図を示す。  

 

図８ 再構成の手法  

5. 調査  
ANN news からニュース動画を、その関連記事 Google 

News を調査した。  
 今回の調査の目的は、ニュース動画のタイトルと、

Google News で表示される新聞の見出しとの間の関係

性と、Google News で表示されている関連記事数が、

世間の関心度を表すかどうかを確認するためである。  



 

 

抽出結果は以下のようになった。  
（2 月 15 日（月）19:00 現在・動画は過去 12 時間分を

表示）  

 

 
図９ タイトルと関連記事数の調査結果  

 ANN より提供されたニュース動画（ 2 月 15 日

(月 )19:00～21:00）と、Google News より同一トピック

を扱ったニュースと関連記事数を結び付けたら図９の

ようになった。図９において、動画ニュースのタイト

ルと、新聞の見出しで使用されている同一の単語は、

太字にしてある。すると、かなりの数の文字が一致し

ている。この結果より、タイトルと見出しのみで十分

にトピックを一致させることが十分可能だろう。  
 続いて、関連記事数である。今回は重要度 Ii を求め

る際の重み係数ｗを、いずれも 1 として計算した。ま

た、今回は、更新頻度は利用していない。  
 結果は図９で表されている通りである。２月 15 日現

在、冬季オリンピックが開催中というだけあって、上

位にオリンピック関連の記事が来ている。関連件数の

多いトピックを見ていくと、世間の関心が高いと思わ

れるものばかりなので、関連記事数を重要度の要素と

して利用すれば、世の中の関心度を測れるとする。そ

して、注目すべきは Google News による記事数が０の

ニュース動画である。「ビル解体中に鉄骨倒れる 作業

員が一時下敷きに」と「名古屋の川に珍客『スナメリ』

が迷い込む」はニュース動画のみの扱いであった。こ

れらのニュース動画は、インパクトのある映像が撮れ

たから取り扱われていると思われる。つまり、映像独

自のニュースなので、関連記事数０のニュース動画は

かえって価値があるといえるだろう。  
ここで、今回、4.3 でニュース動画の構成モデルを

もとにして、ニュース番組の構成のシミュレーション

を行った。今回、閾値は Ii が 50 を超えるごとに、関

連ニュース動画を１つ置くようにした。また、Google 
News における関連記事数が０のニュース動画は、重要

度 Ii が 50 以下の関連ニュースを持たないニュース動

画より優先させて構成するようにした。すると、図 10



 

 

のようになった。  

 

 

 

 
図 10 ニュース番組の構成例  

 

6. 関連研究  
馬ら [5]は、配信記事のコンテンツと配信時間、配信

履歴に基づいて、配信情報の特徴量を定義した。新鮮

度、流行度、緊急度を量ることにより、配信記事の特

徴を抽出する試みを行った。  
角谷ら [6]は、オンラインニュースにおいて、あるト

ピックに関するニュースの時間的な列となったニュー

ス群が存在すると考えている。このような時間情報を

含む関連文書を時系列文書と定義した。時系列文書の

続報リストを、ノーマルパターン、トランジットパタ

ーン、リターンパターンと分けて考えている。また、

続報リストの生成方式についても述べている。  
張ら [7]は、与えられた時系列データに、意味的に関

連のあるニューストピックを発見するシステムを提案

した。関連記事を検出する従来の手法の多くが、主に

文書の類似度を検出尺度としているのに対して、内容

類似度のほか、ニュース記事の出現頻度を利用した。  
井出ら [8]は、ニュース番組を録画し、ニュース映像

コーパスを構築した。個別のトピック間の意味的関連

性、時間的関連性を満たしたトピックの連鎖で、スレ

ッドの構築を行った。  

7. まとめ  
今後は、具体的な例を用いた予備実験に基づいてア

ルゴリズムの洗練を行う。特にトピックの特徴づけと、

トピック間のスレッド構築は、ニュースを構成する上

で欠かせない要素である。トピックの特徴づけを行う

ことにより、ニュース動画の重要度算出をより精度が

高いものに近付けると思われる。また、トピック間の

スレッド構築は、続報ニュースと関連ニュースを分け



 

 

る際に大きな意味を持つ。更に、ユーザの視聴履歴に

より、続報ニュースを優先的に表示することも有効だ

と思われる。  
隙間時間の推定については、携帯電話の操作履歴だ

けでなく、モバイル Suica や、スケジュール機能など

より幅広い要素を拾ってきて、推定することも検討す

る。  
また、プロトタイプシステムを実装し、実験により、

提案するアルゴリズムの有効性を検証する予定である。 
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